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令和３年度第２回小牧市少年センター運営協議会 議事要旨 

 

【日 時】令和４年２月１６日（水） 午前１０時～午前１１時 

【会 場】小牧市役所 本庁舎６階６０１会議室 

【出席委員】野々川会長、采女委員、山田委員、永井口委員、小川委員、牧野委員、 

松浦委員、木村委員、稲垣委員（９名） 

【欠席委員】舩橋委員（１名） 

【事務局】櫻井こども未来部次長、伊藤課長、植松少年センター所長、杉浦副所長、大澤

指導員、千種指導員、若林係長、荒川主事 

【ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ】丹羽主幹（市民安全課）、大久保指導主事（学校教育課） 

【傍聴者】なし 

【内 容】 

１ あいさつ 

《櫻井次長》 

 日頃から青少年の健全育成のため格別のご尽力を賜りお礼申し上げます。 

今般は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、子どもたちが自宅で過ごす時間が増え、

ネットの長時間利用や、SNSを通じたトラブルなどの問題が懸念されています。 

このように青少年の抱える問題は、社会の変化とともに日々変化し、複雑化しておりま

すが、小牧市少年センターでは少年の非行・被害を防止し、健全な育成を図るため、街頭

パトロールや相談事業などを中心に活動しています。 

本日は今年度の事業経過報告及び来年度の運営計画（案）を議題としておりますので、

忌憚のない意見をいただきたいと思います。 

今後とも青少年の健全育成・非行防止のためお力添えをいただきますようお願い申し上

げます。 

 

 《野々川会長》 

日頃から委員の皆様方におかれましては、青少年の健全育成のためにご尽力いただいて

いること、お礼申し上げます。 

青少年をとりまく問題は今の社会情勢の中では最重要課題だと思っております。少子化

により、次世代を担う子どもの数は少なくなっており、子どもたちを見守る活動は非常に

大切であると考えております。 

本日の会議では、令和３年度の事業経過報告及び次年度の事業計画（案）について、委

員の皆様より、忌憚のないご意見をいただければと思っております。 
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２ 新委員紹介 

  市議会福祉厚生委員長の交代により、令和３年１０月１日より小川真由美議員が新委

員に就任。 

   

３ 議 題 

（１）令和３年度事業経過について 

 ○資料１に基づき少年センター杉浦副所長より説明 

（２）令和３年度補導活動状況について 

 ○資料２に基づき少年センター大澤指導員より説明 

（３）令和３年度相談受理状況について 

 ○資料３に基づき少年センター千種指導員より説明 

（４）令和３年度青少年健全育成モニター活動状況について 

 ○資料４に基づき少年センター大澤指導員より説明 

（５）令和４年度小牧市少年センター運営計画（案）について 

 ○資料５に基づき少年センター植松所長より説明 

 

 【質疑応答・意見】 

（小川委員）コロナ禍で青少年に関する行事や会議の開催が少なくなっており、情報共 

有の機会が減っている。コロナ禍を見据え、今後の活動をどのように進め

ていくのか再度確認したい。 

 

（ 事 務 局 ）コロナ禍になり、学校においては、これまで以上に工夫しながら行事を開 

催している。少年センターとしても、関係機関と情報を共有し連携を強化

しながら、事業を進めていきたいと考えている。 

 

４ 懇談 

（永井口委員）少年の非行状況等について、令和２年度の犯罪少年の数は４９件で一昨年

度比－２２％、少年補導の数について令和２年度は８７６件で前年度比－

２３％と、いずれも減少傾向にある。しかしながら、近年は SNS によるト

ラブルが増えており、青少年の健全育成は最重要課題であると考えている。

今後はタブレットを活用し、啓発活動を実施するなど、新しいことができ

ればと良いと思う。 

 

（木村委員）コロナ禍ということもあり、補導員パトロールでは、情報交換を重視して

行っている。子どもたちができる限り通常どおりの事業ができるよう、地

域の方々がサポートしてくださっているのは本当にありがたい。 
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（小川委員）コロナ禍での子どもたちの生活、学校での様子について伺いたい。 

 

（采女委員）コロナウイルスの感染拡大により、子どもたちの学校生活は大きく変化し

ている。これまでの行事の在り方を見直すとともに、コロナ禍であらゆる

ことが制限される状況にあるが、その苦しさを理解するとともに、新たな

価値を生み出すということを子どもたち、教員ともに考えている。 

本来、学校生活は様々な行事等の中で、健全な精神を養っていく場である 

が、コロナ禍で工夫をしながら行事を実施し、その瞬間を味わえるという 

ことだけでもありがたいと感じている。また、最近では子どもたちの思考 

もコロナ終息後に向けてどうするべきかというように、変化してきている。 

 

 

５ 連絡依頼事項 

・来年度の会議日程について、少年センター補導員・モニター会議を５月中旬、第１回

少年センター運営協議会を６月初旬に開催予定である。 

・６月に少年センター運営協議会委員の改選を予定している。 


